
●
本
予
算
は
対
前
年
度
比
一
〇
・
二
％
増

で
、
満
期
一
括
償
還
を
迎
え
る
減
税
補
て

ん
債
借
換
分
を
除
い
て
も
一
・
〇
％
増
と

な
っ
て
お
り
、
歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税

収
入
が
年
々
減
少
す
る
中
、
国
庫
支
出
金

等
の
特
定
財
源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
前
年
度
以
上
の
予
算
規
模
を
確
保
で

き
た
こ
と
は
、
景
気
の
活
性
化
を
促
す
上

で
も
高
く
評
価
す
る
。
歳
出
で
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
一
層
向
上
さ
せ
る
市
民
課
総

合
窓
口
等
の
土
日
開
庁
、
庁
舎
南
側
の
養

豚
施
設
用
地
の
取
得
、
安
全
な
教
育
環
境

の
整
備
と
し
て
学
校
施
設
へ
の
監
視
カ
メ

ラ
の
設
置
や
巡
回
監
視
の
充
実
な
ど
新
た

な
事
業
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
、
市
民
生

活
に
密
着
し
た
施
策
が
展
開
さ
れ
る
と
受

け
止
め
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
国
に
よ
る
税
制
度
の
見
直
し
等
が
行
わ

れ
本
市
の
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化

す
る
中
、
本
予
算
は
、
対
前
年
度
比
一
〇
・

二
％
増
の
積
極
的
予
算
と
な
っ
て
お
り
、

都
市
基
盤
整
備
の
充
実
や
教
育
・
福
祉
施

策
の
積
極
的
展
開
な
ど
新
時
代
あ
や
せ
プ

ラ
ン
２１
の
施
策
に
沿
っ
た
取
り
組
み
と
な

っ
て
い
る
。
市
中
心
部
へ
の
店
舗
等
の
進

出
や
来
春
開
業
予
定
の
大
型
商
業
施
設
等

に
よ
り
、
市
民
生
活
の
充
実
や
新
た
な
雇

用
機
会
の
創
出
な
ど
関
連
施
策
へ
の
影
響

は
大
き
い
も
の
と
期
待
す
る
。
ま
た
、
豊

か
さ
と
幸
福
感
を
実
感
で
き
る
社
会
づ
く

り
に
向
け
た
編
成
と
な
っ
て
お
り
、
市
民

生
活
に
密
着
し
た
福
祉
、
環
境
、
防
災
な

ど
時
代
の
要
請
に
も
的
確
に
こ
た
え
る
も

の
と
確
信
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
減
税
補
て
ん
債
の
借
換
分
を
除
く
本
予

算
の
実
質
予
算
規
模
は
二
百
三
十
二
億
八

千
万
円
余
で
前
年
度
に
比
べ
、
一
・
〇
％

の
増
で
あ
る
。
歳
入
は
、
市
税
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
が
、
国
庫
補
助
金
の
確
保
や

新
た
に
交
付
さ
れ
る
配
当
割
交
付
金
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
以
上
の
予
算
を
確
保
し

て
い
る
。
歳
出
は
、
（
仮
称
）
北
部
地
域

公
園
整
備
事
業
、
第
二
次
墓
園
整
備
事
業
、

土
日
窓
口
開
庁
な
ど
各
般
に
わ
た
り
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
意
が
注
が
れ
て
お
り
、

財
源
不
足
の
中
、
内
部
努
力
や
施
策
展
開

に
努
め
た
予
算
で
あ
る
。
今
後
と
も
社
会

経
済
の
動
向
及
び
市
民
の
要
望
を
的
確
に

把
握
し
つ
つ
、
一
層
の
情
報
公
開
に
努
め
、

効
率
で
健
全
な
市
政
運
営
に
取
り
組
む
こ

と
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

●
本
予
算
に
組
み
込
ま
れ
た
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
誘
致
事
業
に
対
し
て
凍
結
を
望

む
声
が
あ
る
が
、
本
市
の
将
来
に
と
っ
て

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
必
要
と
考
え
て
お

り
、
凍
結
を
望
む
考
え
方
に
は
「
木
を
見

て
森
を
見
な
い
」
感
が
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
他
の
各
施
策
内
容
も
十
六
年
度
予
算
と

し
て
適
し
た
も
の
と
判
断
す
る
。
し
か
し
、

今
年
度
の
政
治
日
程
に
は
市
長
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
本
来
的
に
は
骨
格
予
算

で
対
処
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
各
論
賛
成
、
総
論
反
対
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
時
に
は
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
諸
々
の
事
柄
を
包
含

し
た
政
治
判
断
に
よ
り
結
論
が
出
さ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
、
骨
格
予
算
が
組
め
な
か

っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
反
対
す
る
。

●
本
予
算
で
は
、
根
恩
馬
地
域
の
住
宅
防

音
区
域
調
査
や
庁
舎
の
土
日
開
庁
、
第
二

次
墓
園
の
調
査
設
計
な
ど
市
民
か
ら
期
待

さ
れ
て
い
る
新
規
事
業
も
あ
る
が
、
学
校

の
耐
震
工
事
の
よ
う
に
か
な
り
遅
れ
て
い

る
事
業
も
あ
る
。
庁
舎
南
側
の
豚
舎
移
転

経
費
は
、
他
に
も
畜
産
施
設
が
周
辺
に
あ

り
、
本
市
の
大
事
な
産
業
を
守
る
立
場
か

ら
、
本
来
、
移
転
で
は
な
く
臭
気
対
策
等

に
使
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
東
名
綾
瀬

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
は
、
費
用
負
担

も
不
明
確
で
市
民
に
も
内
容
が
分
か
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
事
業
の
凍
結
を

求
め
る
。
騒
音
が
続
い
て
い
る
基
地
問
題

で
は
、
米
軍
に
対
し
友
好
中
断
な
ど
毅
然

と
し
た
態
度
で
返
還
を
求
め
る
こ
と
を
指

摘
し
て
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

●
本
年
度
は
、
七
月
十
一
日
に
市
長
選
挙

が
行
わ
れ
る
が
、
多
種
多
様
な
市
民
ニ
ー

ズ
の
あ
る
中
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を
掲
げ

た
人
間
が
市
長
に
な
る
の
か
全
く
分
ら
な

い
状
態
で
あ
る
。
こ
の
小
さ
な
ま
ち
で
、

一
度
事
業
に
手
を
つ
け
て
し
ま
う
と
他
に

何
か
事
業
を
や
り
た
く
て
も
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
政
策
的
な
新
規
事

業
の
予
算
は
、
選
挙
後
の
八
月
臨
時
会
か

九
月
定
例
会
に
お
い
て
予
算
計
上
す
る
べ

き
で
あ
る
。
今
ま
で
の
慣
例
は
さ
て
お
き
、

時
代
は
常
に
流
れ
て
お
り
、
綾
瀬
市
の
こ

と
を
本
当
に
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
の
方
が
適
し
て
い
る
と
思
う
。

よ
っ
て
、
当
初
予
算
は
骨
格
予
算
で
臨
む

べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
本
予
算
に
反

対
す
る
。
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平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
三
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が
さ

れ
、
三
人
の
議
員
が
賛
成
意
見
を
、
三
人
の
議
員
が
反
対
意
見
を
述

べ
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般会計予算は253億9千万円に
前年度より10.2％の増額

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

賛  

成

反  

対

一般会計予算の内訳

●歳入253億9,000万円
市税　115億1,659万円（45.4％）
　　　市債　40億2,280万円（15.8％）
　　　　　　国庫支出金　30億4,455万円（12.0％）
　　　　　　　　地方交付税　10億2,000万円（4.0％）
　　　　　　　　　　　国有提供施設等所在市町村助成交付金等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9億5,000万円（3.7％）

諸収入　8億2,362万円（3.2％）
　　　県支出金　6億8,157万円（2.7％）
　　　　　　地方消費税交付金　6億5,000万円（2.6％）
　　　　　　　　　　　　その他　26億8,087万円（10.6％）

●歳出253億9,000万円

●平成16年度各会計の予算規模

土木費　54億7,825万円（21.6％）
　　　民生費　51億2,442万円（20.2％）
　　　　　　公債費　40億5,837万円（16.0％）
　　　　　　　　　教育費　30億1,611万円（11.9％）
　　　　　　　　　　　　総務費　28億4,435万円（11.2％）

衛生費　24億5,013万円（9.6％）
　　消防費　11億2,005万円（4.4％）
　　　　商工費　6億1,498万円（2.4％）
　　　　　　議会費　2億9,130万円（1.1％）
　　　　　　　　労働費　1億5,092万円（0.6％）
　　　　　　　　　　農林水産業費　1億4,787万円（0.6％）
　　　　　　　　　　　　　　　　その他　9,325万円（0.4％）

特
別
会
計

会　計　名

一　般　会　計
63億5,000万
253億9,000万 10.2

8.4
△6.4
△7.0

2.3

0.0
0.3
6.0

30億6,000万
35億8,000万

17億6,000万

18億3,000万
165億8,000万
419億7,000万

国民健康保険事業
老人保健医療事業
下 水 道 事 業
深谷中央特定土地
区 画 整 理 事 業

介 護 保 険 事 業
計

合　　　　　計

予　算　額（円）
対前年度
伸率（％）

・公園用地取得事業　　　７億6,969万円
・公園整備事業　　　　　５億3,590万円
・市道用地取得事業　　　２億7,297万円
・市道新設改良舗装整備事業　 　　　　

２億3,026万円
・街路用地取得事業　　　２億2,795万円

・児童手当支給事業　　　３億7,832万円
・保育事業　　　　　　　３億5,519万円
・施設訓練等支援費支給事業　 　　　　
　　　　　　　　　　　３億  234万円
・母子福祉事業　　　　　２億7,598万円
・小児医療費助成事業　　１億2,902万円

・学校施設管理工事事業　３億7,652万円
・学校施設整備事業　　　２億5,496万円
・幼稚園等就園奨励費補助金　9,009万円
・市民文化センター施設改修事業 　　　

4,005万円

・テレビジョン共同受信施設設置事業 　
１億4,431万円

・自治会育成事業　　　　　　4,920万円

・高座清掃施設組合経費　10億2,954万円
・塵芥減量化対策管理経費 　　　　　　

１億9,335万円
・基本健康診査事業　　　１億6,681万円
・広域大和斎場組合負担金　　9,299万円

・車両購入事業　　　　　１億　 48万円
・消防団活動経費　　　　　　1,794万円

・経営安定特別資金預託金 　　　　　　
３億5,000万円

・商工業小口事業資金預託金 　　　　　
　　　　　　　　　　　１億  154万円

・勤労者総合資金預託金　　　9,500万円
・勤労者生活資金預託金　　　4,500万円

・畜産振興対策事業　　　　　1,495万円
・農業用水施設維持管理経費　1,409万円

●土木費

●民生費

●教育費

●総務費

●衛生費

●消防費

●商工費

●労働費

●農林水産業費

16年度の主な事業

平成15年度、16年度の２ヵ年で整備が進められている
（仮称）中央緑道。平成17年の春には開通する予定です


